（様式－９の２）
特定テーマに対する技術提案書（２）
	特定テーマ２
本市の地域特性や事業特性等を踏まえた便益を定量的に評価するにあたっては、本市独自の原単位（貨幣価値の基礎額）を設定する必要がある。
本検討においては、原単位設定に向けた調査手法のひとつであるCVM（仮想評価法：Contingent Valuation Method）によるWTP（支払意思額：Willingness to Pay）等のアンケート調査を想定している。
なお、アンケート調査については支払い意思額を適切に推定(過大な推定とならないよう)するために、事業の効果が及ぶ範囲を予想した上で、適切な調査内容や調査方法等の設定が必要である。
ついては、本市の特性等を的確に反映した原単位の設定に向けたCVMによる調査を行うにあたっての課題を列挙し、その解決方法について述べるとともに、CVMによる調査結果を原単位として適切に取りまとめるにあたっての検討プロセスについて述べること。
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